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第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
は
、
一
九
八
二
年
四
月
三
〇
日
に
新
海
洋
法
条
約
文
の
採
択
に
成
功
し
た
。
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
一
九

　
　
七
〇
年
の
国
連
総
会
は
、
海
洋
法
の
広
範
な
諸
問
題
を
審
議
す
る
た
め
の
第
三
次
海
洋
法
会
議
を
三
年
後
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
議
し
、

　
　
一
九
七
三
年
の
同
総
会
は
、
海
洋
の
諸
問
題
が
相
互
に
密
接
に
関
連
す
る
の
で
全
体
と
し
て
審
議
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
広
く
受
諾
可
能

　
　
な
単
一
の
海
洋
法
条
約
を
採
択
す
る
こ
と
を
、
同
会
議
に
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
今
回
の
海
洋
法
会
議
は
、
一
九
七
三
年
末
に
第
一
会
期
を
開
催
し
て
手
続
問
題
を
審
議
し
、
一
九
七
四
年
夏
の
第
二
会
期
か
ら
実
質
審

　
　
議
を
開
始
し
て
以
来
九
年
間
、
一
一
回
の
会
期
、
延
べ
九
三
週
間
に
わ
た
る
交
渉
の
す
え
、
一
九
八
二
年
春
の
第
一
一
会
期
に
お
い
て
、
つ

説　
　
い
に
条
約
文
の
採
択
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
審
議
経
過
に
お
い
て
、
、
一
九
七
五
年
の
第
三
会
期
に
「
非
公
式
単
一
交
渉
草

論　
　
案
」
、
’
一
九
七
六
年
の
第
四
会
期
に
「
改
訂
単
一
交
渉
草
案
」
、
一
九
七
七
年
の
第
六
会
期
に
「
非
公
式
統
合
交
渉
草
案
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
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の
後
、
一
九
七
九
年
の
第
八
会
期
に
伺
統
合
草
案
の
第
一
次
改
訂
案
、
一
九
八
○
年
の
第
九
会
期
に
そ
の
第
二
次
改
訂
案
が
、
同
年
の
再

開
第
九
会
期
に
は
、
「
海
洋
法
条
約
草
案
，
（
非
公
式
テ
キ
ス
ト
）
」
と
題
し
た
そ
の
第
三
次
改
訂
案
が
発
表
さ
れ
た
っ
さ
ら
に
曲
、
一
九
八
一
年

の
再
開
第
一
〇
会
期
に
お
い
て
は
ハ
と
れ
が
公
式
文
書
と
し
て
の
「
海
洋
法
条
約
草
案
ト
に
発
展
し
て
、
“
第
一
一
会
期
に
お
け
る
交
渉
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

案
の
地
位
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
層
　
　
！
’
，
・
・
、
、
「
　
　
　
一

，
第
三
次
海
洋
法
会
議
が
、
二
年
間
の
実
質
審
議
と
い
う
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
こ
え
る
、
九
年
間
に
わ
た
る
長
期
交
渉
に
な
っ
た
の

は
、
そ
の
対
象
と
す
る
事
項
が
海
洋
に
関
す
る
国
際
法
の
広
範
な
分
野
に
つ
い
て
、
現
代
国
際
社
会
の
必
要
に
応
ず
る
た
め
の
全
面
的
な

再
検
討
を
行
な
う
目
的
を
も
つ
て
い
た
の
に
く
わ
え
て
、
交
渉
結
果
を
集
約
す
る
た
め
の
表
決
手
続
に
課
さ
れ
た
厳
格
な
条
件
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
ゆ
　
一
九
七
三
年
の
国
連
総
会
は
〉
海
洋
法
会
議
の
表
決
手
続
忙
つ
い
て
、
「
会
議
な
実
質
事
項
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ

ス
で
合
意
に
達
す
る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
す
る
す
べ
て
の
努
力
が
尽
さ
れ
る
ま
で
は
実
質
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

項
に
つ
い
て
投
票
に
訴
え
る
べ
鳶
で
な
い
」
と
い
う
。
《
紳
士
協
定
」
を
採
択
し
て
い
た
。
こ
の
紳
士
協
定
の
趣
旨
を
と
り
い
れ
た
海
洋
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

会
議
の
手
続
規
則
は
、
表
決
手
続
に
つ
い
て
次
の
規
定
を
設
け
て
い
た
。

第
三
九
条
1
　
海
洋
法
条
約
文
全
体
の
採
択
（
荘
Φ
9
ら
8
謡
8
0
h
荘
Φ
結
×
樽
。
騰
昏
Φ
○
§
＜
Φ
昌
訟
。
旨
．
8
魯
Φ
U
餌
≦
9
§
①
ω
＄
鋤
ω
9
≦
び
。
一
Φ
）

　
を
含
む
、
す
べ
て
の
実
質
事
項
に
関
す
る
会
議
の
決
定
は
、
出
席
し
投
票
す
る
代
表
の
三
分
の
二
の
多
数
に
よ
つ
で
行
な
わ
れ
る
。
．
た
だ
し
、
F
こ
の
多

　
数
の
な
か
に
会
議
の
当
該
会
期
に
参
加
す
る
国
の
過
半
数
以
上
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
μ

第
三
七
条
1
　
実
質
事
項
が
投
票
に
付
さ
れ
る
前
に
、
一
般
的
な
合
意
に
達
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
努
力
が
尽
さ
れ
た
こ
と
の
認
定
が
、
手
続
規
則
第
三

九
条
篁
項
に
定
ゑ
巌
諮
よ
．
蒋
嘱
濃
慣
婆
象
か
∵

2
　
前
項
の
認
定
を
行
な
う
前
に
、
以
下
の
手
続
を
用
い
る
ζ
ど
が
で
き
る
。

　
回
　
実
質
事
項
が
第
一
回
目
に
投
票
に
付
さ
れ
る
と
き
に
、
議
長
は
一
〇
日
を
こ
え
な
い
期
間
内
で
、
こ
の
事
項
の
投
票
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
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し
、
ま
た
一
．
五
悪
以
上
の
代
表
が
要
請
す
る
と
き
に
は
こ
の
投
票
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。
と
の
規
定
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
一
回
だ
け

　
　
　
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
．

　
第
三
九
条
2
　
手
続
規
則
第
三
七
条
億
、
条
約
文
全
体
の
採
択
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
も
つ
，
と
も
、
同
条
約
の
最
後
の
条
文
の
採
択
か
ち
四
日
を
こ
え
な

　
　
い
間
は
、
こ
の
条
約
を
投
票
に
付
し
て
は
な
ち
な
い
。
，

　
と
こ
6
で
、
∴
一
九
八
一
年
の
再
開
第
一
〇
会
期
は
、
一
九
八
二
年
春
の
第
一
一
会
期
を
最
終
会
期
と
且
ら
規
定
す
る
と
と
も
に
、
・
予
定

さ
れ
る
八
週
間
分
議
事
進
行
に
つ
い
て
・
五
段
階
の
審
議
計
画
を
作
成
し
た
・
そ
れ
は
・
次
の
日
程
表
で
示
さ
れ
て
い
焔
・

　
ω
　
最
初
の
三
週
間
く
三
月
八
日
－
二
六
日
）
　
こ
れ
ま
で
の
交
渉
に
お
け
る
未
解
決
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
、
　
　
　
，
　
　
、
，
．
　
　
、

　
励
　
第
四
長
目
（
三
月
二
九
日
－
四
月
一
日
）
　
，
交
渉
結
果
の
本
会
議
に
お
け
る
報
告
と
討
論
、
条
約
草
案
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
修
正
箇
所
を
示
す
会
議

　
　
役
員
団
・
（
O
O
一
一
Φ
σ
q
凶
d
【
ヨ
）
の
メ
「
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
刊
行
，
　
　
、
．
　
　
　
・
・
　
－

・
㈹
　
第
五
週
目
（
四
月
六
日
」
一
二
日
）
．
条
約
草
案
に
対
し
て
公
式
の
修
正
提
案
を
提
出
で
き
る
時
期
の
決
定
　
　
　
…

　
④
第
六
i
七
週
目
（
四
月
＝
二
日
一
二
二
日
）
　
公
式
修
正
提
案
の
提
出
と
そ
れ
ち
に
関
し
て
一
般
的
合
意
を
探
究
す
る
た
あ
の
手
続

　
⑤
　
第
八
週
目
（
四
月
二
一
二
日
－
三
〇
日
）
、
海
洋
法
条
約
お
よ
び
決
議
案
の
採
択

r
さ
て
、
第
＝
会
期
は
、
一
九
八
二
年
三
月
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
、
．
直
ち
に
未
解
決
問
題
に
関
す
る
非
公
式
協
議
に
入
っ
た
。
そ
し

て
前
会
期
に
定
め
ら
れ
た
審
議
日
程
に
従
い
、
．
第
二
段
階
σ
冒
頭
た
る
三
月
二
九
日
に
、
　
コ
ー
会
議
議
長
、
　
エ
ン
ゴ
第
一
委
員
会
委
員

長
、
一
＝
国
協
議
グ
ル
ー
プ
の
共
同
議
長
、
．
ア
ギ
う
し
ル
第
二
委
員
会
委
員
長
、
．
ヤ
ン
コ
フ
第
三
委
員
会
委
員
長
お
よ
び
ピ
ー
ス
レ
イ
起

草
委
員
会
委
員
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
置
去
三
週
間
に
お
け
る
非
公
式
協
議
の
結
果
に
つ
．
い
て
の
報
告
書
を
本
会
議
に
提
出
し
、
そ
の
後
四
点

百
ま
で
の
間
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
対
ず
る
各
国
代
表
の
意
見
表
明
が
行
な
わ
れ
畑
）
・
，
こ
の
討
攣
参
考
に
し
て
・
匹
月
二
是
会
議
役

員
鴎
か
う
緊
条
約
草
案
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
修
正
箇
所
を
示
す
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
追
加
提
案
が
発
表
ざ
れ
が
ポ
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つ
ぎ
に
、
第
三
段
階
に
入
っ
た
四
且
七
日
置
、
ユ
ー
議
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
に
お
い
て
は
そ
の
適
用
が
停
止
さ
れ
て
き
た
手
続
規

則
第
三
三
条
、
，
つ
ま
り
各
国
代
表
が
公
式
修
正
堤
案
を
提
出
で
き
る
ど
い
う
規
定
の
適
用
を
四
馬
八
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
、
修
正
提
案

の
対
象
と
な
る
の
は
海
洋
法
条
絢
草
案
と
、
前
記
の
会
議
役
員
団
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
お
よ
び
追
加
提
案
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
修
正

提
案
の
提
出
期
限
を
四
月
＝
二
日
衷
で
と
す
る
こ
と
の
承
認
を
と
り
つ
け
た
。
・
つ
づ
け
て
、
議
長
は
、
、
提
出
さ
れ
た
公
式
修
正
提
案
に
対

す
る
投
票
を
、
手
続
規
則
第
三
七
条
第
二
項
㈲
に
基
づ
い
て
八
日
間
延
期
す
る
こ
と
、
第
四
段
階
と
し
て
の
各
国
修
正
提
案
に
対
す
る
趣

旨
説
明
と
討
論
を
、
・
四
月
二
四
日
か
ら
二
二
日
ま
で
の
聞
に
本
会
議
で
実
施
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
｝
こ
の
期
間
中
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、
第
五
段
階
に
入
っ
た
四
月
二
三
日
に
、
・
コ
ー
議
長
は
、
ひ
審
議
の
最
終
段
階
の
開
始
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
わ
れ
た
，
コ
ン
セ
シ
サ
ズ
に
達
す
る
た
め
の
交
渉
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
後
、
・
手
続
規
則
第
三
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
、

一
般
的
合
意
に
達
す
る
た
め
O
す
べ
て
の
努
力
が
尽
さ
れ
た
こ
と
を
認
定
し
、
、
あ
わ
せ
て
、
四
月
二
六
日
を
各
国
修
正
提
案
に
対
す
る
投

票
日
と
決
定
し
た
の
で
あ
御
）
。
か
く
て
、
四
月
二
六
日
に
個
別
条
文
に
対
す
る
各
国
修
正
提
案
に
つ
い
て
の
疫
票
を
む
か
え
る
に
あ
た

り
、
コ
i
議
長
ば
再
度
各
国
代
表
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
ン
ザ
ス
を
達
成
す
る
た
め
に
修
正
提
案
を
プ
レ
ス
し
な
い
よ
う
要
請
し
、
そ
の
結

果
三
一
の
修
正
提
案
の
ケ
ち
多
く
が
撤
回
さ
れ
た
。
し
か
し
ゐ
撤
回
を
拒
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
提
案
の
ご
つ
の
項
目
と
ド
ル
ゴ
提
案
は
、
表
決

の
結
果
い
ず
れ
も
否
決
さ
な
焼
。
そ
の
後
会
議
は
・
ナ
ミ
ビ
ア
の
条
約
参
加
資
格
に
関
す
る
新
提
案
を
コ
7
セ
ン
サ
ス
で
採
択
し
・
ま
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

深
海
底
制
度
に
つ
い
て
の
交
渉
の
進
展
を
記
載
し
た
議
長
報
告
を
受
理
し
た
。

　
い
よ
い
よ
会
期
最
終
日
の
四
月
三
〇
臥
、
．
コ
τ
議
長
は
、
海
洋
法
条
約
草
案
と
四
つ
の
決
議
案
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
修
正
と
追

加
を
一
体
の
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
と
を
議
題
と
し
て
採
択
し
、
こ
れ
を
会
議
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
採
択
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
し
か

し
、
米
国
代
表
が
投
票
に
よ
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
、
表
決
に
入
っ
た
結
果
、
賛
成
一
三
〇
、
反
対
四
、
・
棄
権
÷
七
で
海
洋
法
条
約
と
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ほ
　

四
決
議
案
を
一
括
し
て
採
択
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
採
択
さ
れ
た
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
は
、
本
文
三
二
〇
条
と
九
つ
の
附
属
書

か
ら
な
る
大
部
の
も
⑳
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
第
一
決
議
案
「
国
際
海
底
機
構
及
び
国
際
海
洋
法
裁
判
所
の
た
め
の
準
備
委
員
会
を
設

立
す
る
決
議
」
、
第
二
決
議
案
「
多
金
属
性
団
塊
開
発
に
関
す
る
先
行
投
資
を
規
律
す
る
決
議
」
、
第
三
決
議
案
「
非
独
立
地
域
に
関
す
る

決
議
」
、
第
四
決
議
案
「
民
族
解
放
運
動
に
関
す
る
決
議
」
を
と
も
な
う
膨
大
な
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
海
洋
法
会
議
の

日
程
と
し
て
は
、
・
七
月
と
．
八
月
の
間
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
起
草
委
員
会
を
開
催
し
て
条
文
の
表
現
上
の
調
整
を
行
な
い
、
九
月
に
本
会
議
を
再

開
し
て
趨
草
委
員
会
か
ら
の
勧
告
を
採
択
し
、
一
二
月
に
最
終
議
定
書
署
名
会
議
を
開
催
し
て
一
切
の
任
務
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
、
こ
の
海
洋
法
条
約
は
、
そ
の
後
二
年
間
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
、
六
〇
国
が
批
准
書
ま
た
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
日
か
ら

一
ニ
カ
月
後
に
効
力
を
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
・
海
洋
法
会
議
第
一
一
会
期
に
お
け
る
外
交
交
渉
は
、
前
会
期
に
決
定
さ
れ
た
審
議
計
画
に
従
っ
て
議
事
を
進

め
、
か
つ
、
手
続
規
則
の
規
定
に
忠
実
に
従
っ
て
条
約
文
全
体
の
採
択
を
行
な
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
ヶ
す
る
と
、
四
月

三
〇
日
に
行
な
わ
れ
允
海
洋
法
会
議
の
決
定
は
、
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
第
九
条
に
い
う
「
条
約
文
の
採
択
（
巴
o
b
寓
8
0
h

芸
0
8
彗
）
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
起
草
委
員
会
の
勧
告
を
採
択
す
る
た
め
の
九
月
の
再
開
第
一
一
会
期
で
は
、
同
じ

く
条
約
法
条
約
第
一
〇
条
に
規
定
す
る
「
条
約
文
の
確
定
（
鋤
⊆
紳
ぽ
O
口
け
一
〇
鋤
け
一
〇
昌
　
O
h
　
け
ゴ
Φ
　
峠
Φ
×
け
）
」
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
お
　
け
　

で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
洋
法
に
関
す
る
広
範
な
諸
問
題
を
取
扱
う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
第
三
次
海
洋
法
会
議
は
、
条
約
文

の
採
択
を
も
っ
て
事
実
上
任
務
を
終
了
し
た
の
で
あ
っ
て
、
条
約
文
の
確
定
な
ら
び
に
同
条
約
と
最
終
議
定
書
へ
の
署
名
と
い
う
手
続
だ

け
が
、
そ
の
後
に
残
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
－
）

海
洋
法
会
議
の
暫
定
議
事
録
は
、
こ
の
海
洋
法
条
約
を
「
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
（
↓
ゴ
Φ
d
巳
8
Ω
Z
葺
δ
昌
ω
0
8
＜
Φ
導
δ
口
8

魯
。
ピ
9
芝
o
h
芸
Φ
ω
8
）
」
と
称
し
て
い
る
。
↓
ず
Φ
↓
窪
a
d
⇒
算
Φ
隅
一
鋤
江
8
ω
，
0
8
h
o
お
昌
。
Φ
o
口
夢
①
い
9
≦
o
h
一
ず
。
ω
①
P
国
Φ
ぐ
Φ
昌
夢
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出
。
童
遷
強
運
ギ
、
、
薩
9
愚
冗
～
、

　
（
1
4
）
も
つ
　
と
も
、
・
四
月
三
Q
日
に
お
け
る
条
約
忌
め
採
択
は
、
そ
の
後
に
起
草
委
員
会
の
検
討
を
経
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
一
起
草
委
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員
会
か
ら
の
勧
告
が
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
勧
告
を
審
議
し
た
九
月
二
四
日
の
再
開
第
一
一
会
期
の
決
定
を
も
っ
て
条

約
文
の
採
択
、
一
二
月
一
〇
日
の
最
終
議
定
書
へ
の
署
名
を
も
っ
て
条
約
文
の
確
定
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ニ
ピ
領
海
の
幅
に
関
す
る
合
意
の
前
提
条
件

領海の幅に関する国際合意（高林）

　
国
連
海
洋
法
条
約
第
三
条
は
、
「
い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
条
約
の
定
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
決
定
さ
㊨
る
基
線
か
ら
測
定
し
て
一
二
カ
イ

リ
を
こ
え
な
い
範
囲
で
そ
の
領
海
の
幅
を
定
め
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
は
》
国
際
法
史
上
に

画
期
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
　
一
九
五
一
年
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
漁
業
事
件
判
決
に
お
い
て
馬
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
「
海
域
の
画
定

は
つ
ね
に
国
際
的
な
側
面
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
，
国
内
法
に
表
明
さ
れ
た
沿
岸
国
の
意
思
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
画
定
行

為
は
沿
岸
国
だ
け
が
そ
れ
を
行
な
う
権
限
を
も
っ
て
い
る
か
ら
必
然
的
に
一
方
的
行
為
で
あ
る
が
、
他
国
に
対
す
る
画
定
の
効
力
は
国
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

法
に
依
存
す
る
」
と
判
示
し
た
。
忙
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
国
際
法
に
お
い
て
は
，
、
一
国
が
主
張
で
き
る
領
海
の
幅
の
最
大
限
を
定

め
る
明
確
な
規
則
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
国
際
法
で
は
伝
統
的
に
海
洋
を
、
国
家
領
域
の
一
部
と
さ
れ
る
領
海
お
よ
び
内
水
と
、
い
ず
れ
の
国
に
も
属
し
な
い
公
海
と
に
平
面
的

に
底
貸
し
て
き
た
。
そ
し
て
」
地
球
上
の
海
洋
か
ら
い
ず
れ
か
の
国
の
領
海
ま
た
は
内
水
に
属
す
る
部
分
を
除
い
た
残
り
を
も
っ
て
、
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
の
範
囲
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
家
領
域
と
公
海
の
自
由
と
い
う
内
容
的
に
正
反
対
の
基
礎
に
立
つ
、
二
つ
の
国
際
制

度
の
そ
れ
ぞ
れ
が
適
用
さ
れ
る
海
域
の
境
界
線
の
位
置
は
、
海
岸
の
基
線
か
ら
測
定
さ
れ
る
、
領
海
の
幅
に
等
し
い
線
に
よ
っ
て
決
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る
て
乏
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
領
海
の
幅
の
問
題
は
、
こ
の
二
つ
の
海
域
の
境
界
を
確
定
す
る
効
果
を
も
つ
た
め
、
国
家
間
の
利
害

の
対
立
を
よ
ん
で
巷
た
の
で
あ
る
。
7
た
と
え
ば
、
領
海
の
幅
が
広
い
と
、
沿
岸
国
に
漁
業
が
留
保
さ
れ
る
海
域
が
広
く
確
保
走
れ
る
の
で
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沿
岸
漁
業
国
に
有
利
に
な
り
、
ま
た
、
．
戦
時
に
お
い
て
は
交
戦
国
の
海
上
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
る
中
立
水
域
が
広
く
な
る
の
で
、
中
立
通
商

の
利
益
を
重
視
す
る
国
に
有
利
に
な
る
。
反
対
に
領
海
①
幅
が
狭
け
れ
ば
、
他
国
の
沿
岸
に
近
づ
い
て
漁
業
で
き
る
の
で
遠
洋
漁
業
国
に

有
利
に
な
り
、
ま
た
、
沿
岸
国
が
外
国
の
商
船
や
軍
艦
の
行
動
に
干
渉
す
る
機
会
を
減
少
さ
せ
る
の
で
、
海
運
国
や
海
軍
国
に
有
利
に
な

る
わ
け
で
あ
る
。

、
領
海
の
幅
の
問
題
を
歴
史
的
に
み
る
な
ら
ば
、
一
八
世
紀
末
の
国
家
慣
行
に
お
い
て
は
、
交
戦
国
の
敵
対
行
動
の
禁
止
さ
れ
る
中
立
水

域
の
限
界
に
う
い
て
、
大
砲
の
射
程
距
離
と
三
カ
イ
リ
の
距
離
と
が
、
薫
じ
範
囲
の
海
域
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
国
際
社
会
に
定
着
し

　
　
　た

。
海
戦
忙
あ
け
く
れ
た
一
八
世
紀
が
終
り
、
海
上
に
平
和
が
訪
れ
た
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
平
時
の
目
的
に
奉
仕
す
る
沿
岸
国
の
管
轄

権
の
限
界
を
め
ぐ
っ
て
、
～
国
家
学
の
利
害
が
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
．
な
お
領
海
の
範
囲
は
「
大
砲
の
射
程
距
離
ま
た
は
三
カ
イ

リ
」
と
い
う
表
現
で
、
二
つ
の
距
離
が
あ
た
か
も
同
義
語
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
、
国
際
関
係
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
　
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
・
大
砲
の
技
術
的
進
歩
と
漁
業
へ
の
近
代
技
術
の
導
入
が
、
領
海
の
幅
の
問
題
に
影
響
を
あ
た
え

る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
中
の
一
．
八
六
四
年
半
大
砲
の
射
程
距
離
が
五
ヵ
，
イ
リ
忙
達
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
囁
，
中

立
水
域
の
限
界
と
し
て
の
領
海
の
範
囲
を
再
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
世
紀
末
に
漁
船
が
帆
船
か
ら
汽
船
に
な
り
」
・
｝

ロ
ー
ル
漁
法
が
導
入
さ
れ
て
、
遠
洋
で
の
操
業
が
可
能
に
な
る
の
に
つ
れ
て
、
他
国
沿
岸
沖
で
の
漁
業
に
つ
い
て
沿
岸
魚
と
紛
争
を
お
こ

す
事
例
が
ふ
え
て
き
た
。
沿
岸
漁
業
国
側
は
、
稚
魚
の
生
育
地
と
考
え
ら
れ
た
沿
岸
近
海
に
つ
い
て
、
三
カ
イ
リ
の
外
側
で
も
ト
ロ
ー
ル

漁
法
を
禁
止
す
る
国
内
法
冷
を
制
定
し
て
、
∵
こ
の
禁
北
を
沖
倉
で
操
業
す
る
外
国
漁
船
に
も
適
用
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
大
砲
の
射
程
距
離
が
三
カ
イ
リ
の
距
離
に
相
応
し
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
ト
ロ
ー
ル
漁
業
が
沿
岸
漁
場
に
悪
影
響
を
み
た
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
、
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ス
テ
イ
チ
ユ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
ア
ソ
し
シ
エ
ヤ
シ
ヨ
ン

　
一
八
九
四
年
に
国
際
法
学
会
が
、
，
一
八
九
五
年
に
は
国
際
法
協
会
が
領
海
問
題
に
関
す
る
規
則
を
採
択
し
た
が
、
む
の
両
学
会
の
決
議
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は
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
カ
イ
リ
の
距
離
が
ト
ロ
ー
ル
漁
法
か
ら
沿
岸
漁
場
を
保
護
す
る
の
に
充
分
で
な

い
た
め
、
領
海
の
幅
を
六
カ
イ
リ
に
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
大
砲
の
射
程
距
離
の
増
大
に
と
も
な
い
、
戦
時
に
お
い
て
．
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

中
立
国
が
中
立
水
域
の
限
界
を
、
六
カ
イ
つ
か
ら
大
砲
の
射
程
距
離
ま
で
の
澗
で
決
定
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
提
案
七
た
の
で
あ
る
ゆ

一
八
九
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
各
国
に
書
簡
を
送
り
、
国
順
法
学
会
お
よ
が
国
際
法
協
会
の
決
議
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
領
海
の
幅
を

六
カ
イ
リ
で
統
一
す
る
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
領
海
の
拡
大
が
自
国
の
海
軍
、
商
船
あ
る
い
は
漁
船
の
行
動
範
囲
を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

回
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
諸
国
の
消
極
的
な
反
応
に
あ
い
、
具
体
化
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
に
国
際
連
盟
が
ハ
ー
グ
で
開
催
し
た
国
際
法
典
編
纂
会
議
に
お
い
て
も
、
領
海
制
度
が
法
典
化
に
適
し
た
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
準
備
委
員
会
が
用
意
し
た
「
討
議
の
基
礎
」
で
は
、
領
海
の
幅
を
原
則
と
し
て
三
カ
イ
リ
と
し
、
そ
れ
以

上
の
幅
を
歴
史
的
に
主
張
し
て
き
た
国
だ
け
に
つ
い
て
、
そ
の
国
名
を
列
挙
し
て
三
カ
イ
リ
以
上
の
幅
を
認
め
る
。
ま
た
、
関
税
上
、
衛

生
上
の
規
則
の
違
反
ま
た
は
国
土
の
安
全
へ
の
千
歯
を
防
止
す
る
た
め
に
、
沿
岸
国
は
距
逐
一
ニ
カ
イ
リ
ま
で
接
続
水
域
を
設
定
す
5
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
、
漁
業
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
は
、
関
係
国
間
の
条
約
に
よ
一
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
事
項
で
あ

る
と
し
、
ま
た
、
戦
争
法
と
中
立
法
の
適
用
に
関
す
る
領
海
の
範
囲
の
問
題
も
、
こ
の
会
議
に
お
け
る
審
議
事
項
か
ら
除
外
し
て
い
た
。

だ
が
、
ハ
ー
グ
会
議
で
は
、
領
海
の
幅
に
つ
い
て
三
カ
イ
リ
を
原
則
と
し
そ
れ
以
上
を
例
外
と
す
る
原
案
は
、
三
カ
イ
リ
以
上
の
幅
を
主

張
し
て
き
た
諸
国
の
反
撃
を
う
け
た
。
ま
た
、
護
岸
＝
一
カ
イ
リ
の
接
続
水
域
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
そ
の
対
象
事
項
に
漁
業
の
管
理
が

入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
非
難
す
る
国
と
、
関
係
国
間
の
条
約
に
よ
ら
な
け
れ
ば
接
続
水
域
を
設
定
で
き
な
い
と
主
張
す
る
国
と
が
あ
’
ρ

た
。
結
局
、
法
典
化
会
議
は
、
領
海
の
幅
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
領
海
制
度
の
成
文
化
に
失
敗
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ハ
ー
グ
法
典
化
会
議
が
、
一
九
世
紀
後
半
以
来
領
海
の
幅
に
つ
い
て
利
害
が
激
し
く
対
立
し
て
き
た
、
沿
岸
国
の
漁
業
管
理
権
の

問
題
と
戦
時
に
お
け
る
中
立
水
域
の
問
題
と
を
、
領
海
制
度
の
審
議
対
象
か
ら
除
外
し
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
認
識
不
足
を
示
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し
虎
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
五
八
年
越
国
際
連
合
が
開
催
七
た
第
一
．
次
海
洋
紐
会
議
信
、
領
海
、
公
海
、
漁
業
保
存
お
よ
び
大
陸
棚
の
四
条
約
を
採
択
し
「
て
、

海
祥
法
の
多
く
の
分
努
化
わ
た
る
条
約
化
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
領
海
の
幅
に
つ
い
て
な
合
意
忙
達
し
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
六
〇
年

に
第
二
次
海
祥
法
会
議
を
も
っ
た
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
ζ
之
が
で
き
電
か
り
た
。
こ
の
二
回
に
わ
た
る
海
洋
法
会
議
で
は
、
領
海

め
幅
に
つ
い
て
一
ニ
カ
イ
リ
を
主
張
す
る
諸
国
と
、
、
六
カ
イ
リ
に
と
ど
あ
よ
う
と
す
る
諸
国
と
が
対
立
し
た
。
こ
の
対
立
を
妥
協
さ
せ
る

た
あ
に
、
沿
岸
国
に
漁
業
に
つ
か
て
だ
け
領
海
に
油
け
る
の
と
伺
℃
権
利
を
も
つ
漁
業
水
域
を
認
め
て
、
一
二
カ
イ
リ
以
内
の
海
域
で
領

海
乏
漁
業
水
域
と
を
組
み
合
せ
る
提
案
が
い
く
つ
か
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
妥
協
案
の
一
、
方
の
型
は
凸
，
一
，
二
軸
イ
リ
似
内
で
領
海
の
幅

を
沿
岸
国
が
決
定
す
る
が
、
そ
の
幅
に
か
か
わ
り
な
く
距
岸
一
寸
カ
イ
リ
ま
で
を
漁
業
水
域
に
す
る
と
い
う
、
‘
領
海
の
拡
大
を
指
向
す
る

提
秦
で
あ
り
占
他
方
の
型
は
↓
領
海
①
幅
を
六
カ
イ
リ
に
之
ど
め
み
て
之
を
条
件
話
し
て
、
そ
の
外
側
に
も
う
六
カ
イ
リ
の
漁
業
水
域
を

認
め
る
乏
い
う
州
領
海
①
拡
大
阻
止
を
意
図
す
る
提
案
で
あ
っ
売
コ
「
つ
ま
り
、
両
種
の
妥
協
案
と
も
距
岸
＝
一
カ
イ
リ
ま
で
漁
業
水
域
を

設
立
で
送
る
点
で
濾
共
通
診
た
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
な
認
立
点
侭
持
領
海
の
幅
を
六
カ
イ
リ
で
と
ど
め
ち
か
あ
る
い
は
＝
』
カ
イ
リ
ま

で
の
拡
¶
大
を
許
す
ゆ
に
あ
っ
た
。
こ
池
は
、
噛
領
海
の
幅
が
＝
心
力
屠
リ
ま
で
拡
汰
蚕
纏
る
と
、
・
沿
岸
国
の
領
海
と
な
る
海
峡
が
・
一
〇
〇
カ

所
以
上
落
お
よ
ぶ
、
国
際
海
峡
淀
お
け
る
船
舶
乏
航
空
機
の
通
過
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
ゆ

｝
こ
め
対
立
蒲
田
当
時
に
歯
止
る
東
西
両
陣
営
間
の
海
＃
戦
酪
上
切
利
害
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
光
め
、
会
議
の
帰
趨
は
、
い
ず
れ

，
の
陣
営
の
提
案
万
漁
業
上
の
利
益
に
つ
い
て
よ
・
り
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
に
よ
う
て
、
全
礒
参
加
国
の
多
数
を
制
す
る
か
に
か
か
っ

た
ゆ
唱
ぬ
書
意
℃
年
の
会
礒
に
お
い
て
最
あ
有
力
視
き
れ
た
の
細
米
加
薬
伺
提
案
で
毒
っ
て
、
老
の
三
智
は
領
梅
の
幅
を
六
カ
イ
リ
四
七
湘
・

キ
の
外
側
に
も
う
⊥
ハ
吻
嘱
り
の
漁
業
氷
域
を
認
め
る
が
噛
漁
業
水
域
に
お
い
て
過
去
五
年
以
上
の
漁
業
実
績
を
も
つ
他
国
は
、
．
今
後
．
一
〇
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年
間
こ
の
水
域
の
漁
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、
総
会
議
段
階
に
お
い
て
、
，
一
定
の
条
件
を

み
た
す
沿
岸
国
に
一
層
二
カ
イ
リ
外
の
漁
業
に
つ
い
て
も
優
先
的
漁
業
権
を
認
め
る
と
い
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
キ
ュ
ー
バ
ー
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
共

同
修
正
案
書
け
入
れ
る
大
幅
な
譲
歩
を
行
な
．
糞
壷
に
必
要
な
三
分
の
二
の
多
数
に
わ
ず
か
の
差
で
達
す
る
こ
と
な
く
否
決
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
第
一
次
、
・
第
二
次
の
海
洋
怯
会
議
で
は
、
領
海
の
幅
を
め
や
る
対
立
を
妥
協
さ
せ
み
た
め
に
、
距
岸
＝
一
カ
イ
リ
以
内
で
領
海
の
外
側

淀
漁
業
水
域
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
．
妥
協
の
た
め
の
提
案
で
あ
る
か
ぎ
り
、
会
議
の
不
成
功
と
と
も
に
消
滅
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
以
後
の
国
家
実
行
に
お
い
て
は
、
領
海
の
幅
と
は
独
立
し
て
領
海
外
に
漁
業
に
つ
い
て
排
他

的
管
轄
権
を
主
張
す
る
国
が
激
増
し
て
き
た
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
一
九
七
四
年
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
漁
業
管
轄
権
事
件
判
決
に
お
い

て
、
国
際
法
の
発
展
に
よ
り
沿
岸
国
の
漁
業
管
轄
権
の
限
界
の
問
題
が
、
領
海
の
幅
の
問
題
と
は
分
離
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
沿
岸
国

が
三
選
り
の
漁
業
水
域
異
装
で
き
る
こ
ζ
お
よ
緩
沿
岸
票
沿
岸
肇
に
強
度
に
依
存
す
る
と
き
に
娃
舞
メ
ゆ
蟻
で

他
国
と
①
関
係
に
蓄
い
て
優
先
的
漁
業
権
を
主
張
で
き
る
こ
と
が
、
」
慣
習
国
際
法
と
し
て
成
立
し
て
き
え
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
領
海
の
拡
大
に
よ
っ
て
の
み
漁
業
に
関
す
る
沿
岸
国
管
轄
権
の
拡
大
が
可
能
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
領
海
の
外

側
に
お
い
て
も
沿
岸
国
が
排
他
的
あ
る
い
は
優
先
的
な
漁
業
権
を
主
張
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
判
決
が
認
め
た
点
で
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
・
一
九
六
〇
年
以
後
に
お
い
て
は
、
領
海
の
幅
に
一
図
カ
イ
リ
を
主
張
す
る
国
も
次
第
に
増
加
し
て
き
て
、
国
際
社
会
の
多
数
派
を
形

成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
領
海
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
を
主
張
す
る
国
も
漸
増
し
て
き
た
。
こ
の
事
態
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
世

界
の
主
要
航
路
を
平
す
る
国
際
海
峡
の
多
く
が
領
海
と
化
し
て
、
軍
艦
と
商
船
の
通
航
や
航
空
機
の
上
空
通
過
に
大
き
な
障
害
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
ひ
い
て
は
き
領
海
の
幅
を
国
際
的
に
協
定
す
る
機
会
も
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
で
て
き
た
。

　
他
方
、
一
九
六
七
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
マ
ル
タ
代
表
が
、
現
存
の
大
陸
棚
の
外
側
に
深
海
底
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
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た
め
、
国
連
は
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
の
問
題
の
研
究
を
開
始
し
た
。
一
九
六
九
年
の
国
連
総
会
で
は
、
マ
ル
タ
代
表

が
、
大
陸
棚
の
限
界
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
定
め
る
た
め
、
大
陸
棚
条
約
を
改
正
す
る
国
際
会
議
開
催
の
可
能
性
を
検
討
す
る
決
議
案

を
提
出
し
た
。
こ
の
決
議
案
は
、
大
陸
棚
だ
け
で
な
く
海
洋
制
度
の
す
べ
て
を
再
検
討
す
る
国
際
会
議
開
催
の
可
否
を
加
盟
国
に
問
う
決

議
と
修
正
さ
れ
た
。
各
国
政
府
へ
の
照
会
結
果
に
基
づ
き
、
一
九
七
〇
年
の
国
連
総
会
は
、
第
三
次
海
洋
怯
会
議
を
開
催
し
て
海
洋
怯
①

す
べ
て
の
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
連
に
お
け
る
深
海
底
制
度
設
立
に
関
す
る
国
際
会
議
開
催
の
動
き
と
平
行
七
て
、
一
九
六
℃
年
代
後
半
か
ら
米
ソ
を
中
心

と
す
る
先
導
間
違
沿
岸
国
に
よ
蕩
洋
へ
の
羅
権
の
一
方
的
な
拡
脹
に
よ
る
国
際
交
通
へ
⑱
亜
舞
．
を
阻
止
す
晃
め
（
喉
領

海
の
幅
に
つ
い
て
国
際
的
な
合
意
を
達
成
す
る
た
め
の
国
際
会
議
を
、
新
た
に
開
催
す
る
問
題
が
検
討
さ
れ
て
き
え
の
で
あ
っ
た
。
’
だ

が
、
第
三
次
海
洋
法
会
議
で
領
海
の
幅
を
審
議
す
る
場
合
に
は
、
過
去
の
経
過
か
ら
み
て
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権
の
問
題
と
、
領
海

外
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
が
交
渉
の
中
心
に
な
る
こ
と
濾
、
容
易
に
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
世
堺
の
多

く
の
国
が
領
海
の
幅
に
山
ニ
カ
イ
リ
を
採
用
し
て
し
ま
っ
た
状
悦
で
は
、
再
び
こ
．
の
幅
を
よ
り
狭
い
距
離
甚
縮
逆
捻
せ
う
み
見
込
み
は
ほ

と
ん
ど
な
い
し
、
ま
た
、
圧
倒
的
多
数
の
国
が
領
海
①
桝
側
に
距
世
一
ニ
カ
イ
リ
の
漁
業
水
域
を
設
定
し
て
し
宿
っ
た
似
上
、
再
度
二
流

＝
一
カ
イ
リ
の
漁
業
水
域
を
認
め
る
こ
と
を
も
っ
て
妥
協
の
手
段
に
す
る
こ
と
も
無
意
味
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
先
進
国
側
は
、
・
領
海
の
幅
の
臨
地
に
つ
い
て
、
今
回
は
一
二
カ
イ
リ
で
統
一
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、
国
際

海
峡
に
お
い
て
す
べ
て
の
船
舶
と
航
空
機
が
、
通
過
の
目
的
に
関
し
て
公
海
に
お
け
る
の
と
同
じ
自
由
を
有
す
る
こ
と
と
、
沿
岸
国
が
領

海
外
の
漁
業
に
つ
い
て
優
先
的
な
漁
業
権
を
も
つ
こ
之
と
を
う
そ
の
光
め
の
条
件
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
先
進
国
側
の
態
度
は
、
一
撃

カ
イ
リ
領
海
の
普
及
κ
と
も
な
っ
て
生
ず
る
戦
略
上
、
国
際
交
通
上
⑦
障
害
を
最
少
限
に
す
る
た
め
に
、
沿
岸
国
に
対
し
て
漁
業
上
の
利

益
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
前
二
回
の
海
洋
怯
会
議
に
お
け
る
西
欧
諸
国
の
提
案
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
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つ
た
。
た
だ
、
前
二
回
に
は
領
海
の
幅
を
め
ぐ
っ
て
軍
事
的
利
害
を
対
立
さ
せ
て
き
た
米
ソ
両
国
が
、
今
回
の
会
議
に
お
い
て
そ
の
利
害

が
一
致
し
た
理
由
と
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
海
軍
力
が
急
速
に
増
強
さ
れ
て
米
国
と
拮
抗
す
る
大
海
軍
国
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ち
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
結
果
、
ソ
ビ
エ
ト
の
海
洋
政
策
も
大
き
く
転
換
し
て
き
て
、
他
国
の
領
海
の
拡
大
を
阻
止
し
て
海
軍
力
の
行
動
の
自
由
を
確

保
し
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
軍
艦
と
軍
用
機
の
通
過
の
自
由
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
米
国
と
戦
略
上
の
利
害
を
共
通
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
領
海
の
幅
の
問
題
に
対
す
る
先
進
国
の
方
針
が
、
そ
の
社
会
体
制
の
差
を
こ
え
て
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
開
発
途
上
国
は
、
す
で
に
国
際
社
会
に
圧
倒
的
な
多
数
を
占
め
る
大

国
家
群
に
成
長
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
前
二
回
の
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
よ
う
に
、
先
進
国
側
の
提
案
に
そ
っ
て
自
国
の
利
害

を
判
断
し
た
り
、
先
進
国
側
の
提
案
に
若
干
の
修
正
を
く
わ
え
て
有
利
な
条
件
を
引
き
だ
す
よ
う
な
、
他
律
的
な
態
度
を
と
る
も
の
で
は

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
一
大
集
団
と
し
て
、
積
極
的
に
開
発
途
上
国
の
立
場
か
ら
独
自
の
提
案
を
出
す

よ
う
に
な
っ
た
。
開
発
途
上
国
側
と
し
て
も
、
領
海
の
幅
を
＝
一
カ
イ
リ
で
統
一
す
る
こ
と
に
格
別
の
反
対
を
示
さ
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
国
際
海
峡
に
お
い
て
は
、
通
航
の
利
益
と
沿
岸
国
の
利
益
と
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
無
害
通
航
制
度
が
最
も
合
理
的
で
あ
り
「
む
し
る

海
上
交
通
の
現
状
に
か
ん
が
み
外
国
船
舶
に
対
す
る
沿
岸
国
の
規
制
権
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
ま
た
、
領
海
外
の
海
洋
資
源

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
沿
岸
国
の
天
然
資
源
の
蔀
を
蔑
す
る
も
の
攣
り
、
沿
岸
国
が
そ
の
探
査
蜜
び
欄
発
に
つ
い
て
主
権
的

権
利
を
も
つ
、
距
岸
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
排
他
的
経
済
水
域
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
領
海
の
幅
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
も
開
発
途
上
国
も
と
も
に
一
ニ
カ
イ
リ
の
距
離
で
統
一
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
前

提
に
し
て
、
先
進
国
側
は
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
の
自
由
の
制
度
化
に
主
眼
を
お
き
、
開
発
途
上
国
側
は
、
領
海
外
の
海
洋
資
源
に

対
す
る
排
他
的
権
利
の
獲
得
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
領
海
の
幅
を
め
ぐ
．
る
国
際
情
勢
は
、
東
西
両
陣
営
の
利
害
潜
対
立
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論・説

す
喝
凍
酉
澗
題
か
、
吻
、
・
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
利
害
が
対
立
す
る
南
扇
問
題
へ
と
、
そ
の
性
酪
を
一
渡
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
r
受
れ
ゆ

図、

博
O
次
海
洋
弦
会
議
北
お
け
る
審
議
対
象
事
項
北
つ
い
烹
、
・
一
九
池
二
年
の
海
底
平
湘
利
用
委
員
会
が
作
祓
心
た
刀
ス
ト
π
お
か
て

は
領
梅
確
の
鴬
遷
黒
ん
で
華
語
航
薯
使
用
説
る
護
の
周
遷
、
論
外
に
書
蕊
る
排
他
的
響
水
域
の
澗
磐

が
掲
げ
ら
れ
て
か
る
。
つ
ま
噸
一
こ
れ
ま
で
の
国
際
会
議
に
お
い
て
な
9
領
海
の
幅
の
澗
樋
の
晶
環
と
し
て
軍
事
上
の
利
害
と
漁
業
上
の

利
害
の
調
整
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
・
第
三
次
海
洋
怯
会
議
で
は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
が
領
海
の
幅
の
問
題
と
は
一
応
別
個
の
問
題
之
七

て
交
渉
さ
れ
る
て
と
北
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
之
と
は
、
領
海
外
の
海
洋
資
源
に
附
す
る
沿
岸
個
の
権
利
の
問
題
と
、
窓
際
海
峡
に

煮
け
る
通
過
権
の
問
題
之
万
、
領
海
の
面
罵
あ
ぐ
る
係
争
点
か
ち
除
ゆ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
庵
の
で
は
噸
く
し
て
、
む
し
ろ
、
こ
の
二

つ
①
問
題
に
対
す
無
理
的
議
訣
が
？
領
海
の
幅
を
三
ヵ
渚
リ
で
合
意
す
勇
め
の
前
提
感
奮
な
つ
売
の
で
あ
・
つ
た
無
実
海

洋
怯
会
議
に
お
廿
る
交
渉
は
、
て
の
二
つ
⑭
前
提
問
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
懲
取
た
の
で
あ
．
っ
て
、
領
海
の
幅
に
関
す
る
規
定
（
伺
条
約
第

三
条
）
が
直
接
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ゼ
な
か
っ
虎
の
で
あ
る
ゆ

く
－
）
蛍
三
巴
Φ
ω
9
ω
Φ
，
（
d
葺
巴
霞
畠
ゆ
§
＜
．
ぎ
ヨ
匿
団
）
二
．
ρ
q
●
ヵ
8
。
乏
し
婁
「
署
藁
ω
b
。
山
ω
ω
ザ
　
・
　
・
　
「

≡（

Q
）
公
海
に
関
す
る
条
納
第
憎
条
ゆ
　
ポ
　
一
　
㌦

（
3
）
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
条
約
第
六
条
。

（
4
）
拙
著
「
纏
制
渡
の
研
究
（
第
二
版
七
第
三
章
第
三
節
参
照
。

（
5
）
同
書
、
第
四
章
参
照
ρ

パ
6
）
．
．
諺
ぴ
q
奮
＆
。
冥
Φ
窃
豊
田
笛
ロ
ω
§
葺
ω
景
笹
念
嘗
三
。
嵩
・
二
Φ
み
。
q
弓
Φ
9
旨
旨
Φ
二
Φ
憎
鼻
。
N
芭
Φ
ω
．
ゾ
毒
§
§
ミ
§
ミ
蓑
“
“
ミ

幽
」
域
鮎
b
、
。
職
ミ
黛
男
湯
的
場
嵩
。
漏
鎖
、
弘
ω
も
φ
N
。
。
・
．
．
譲
・
、
｝
Φ
ω
『
Φ
凋
鯨
斎
く
。
ω
窪
区
①
9
偉
紳
Φ
『
円
牌
。
『
州
内
一
Φ
ω
．
ゾ
書
鳩
蕊
鶏
凝
§
越
9
§
』
§
偽
帖
額
職
。
苫
・

　
　
．
§
無
、
ミ
き
も
．
密
繕
ミ
鳴
§
ミ
9
ミ
魁
§
3
す
●
昌
ド

（
7
）
ガ
ヲ
ン
ダ
政
府
の
堤
案
に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
、
明
治
｛
、
一
九
年
（
一
．
八
九
六
年
）
．
の
閣
議
に
だ
い
て
、
つ
ぎ
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　
　
「
『
就
而
者
本
件
二
関
ス
ル
帝
国
ノ
利
害
ヲ
考
フ
ル
ニ
第
一
漁
業
其
他
海
産
業
二
関
シ
テ
ハ
帝
国
ハ
其
ノ
隣
国
ノ
企
業
冒
険
二
対
シ
懸
念
ヲ
懐
ク
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ヘ
キ
．
コ
ト
無
之
故
旧
．
此
点
翁
忌
考
フ
レ
ハ
専
用
沿
海
／
区
域
ヲ
拡
張
ス
．
ル
コ
ト
ハ
帝
国
二
取
り
テ
ハ
実
際
何
等
ノ
利
益
モ
ア
ラ
ザ
ル
・
ベ
ク
第
二

　
　
自
衛
ノ
点
ヨ
リ
言
フ
モ
領
海
ノ
区
域
ヲ
拡
ク
ル
コ
ト
ハ
隠
今
日
ノ
如
キ
蒸
汽
船
及
迅
速
ナ
ル
巡
洋
艦
ア
ル
時
代
ニ
ハ
外
敵
二
対
シ
毫
モ
防
御
ヲ
増

　
　
進
ス
ル
コ
ト
‘
ナ
ク
第
三
歳
入
ノ
保
護
二
関
シ
．
テ
ハ
財
政
土
λ
目
伯
ノ
為
メ
何
レ
ノ
国
二
業
テ
董
前
記
提
議
ノ
新
境
界
以
外
ニ
ス
ラ
有
限
ノ
管
轄

　
　
権
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
．
ハ
已
三
是
認
セ
ラ
レ
ダ
ル
．
モ
ノ
ニ
有
之
候
二
付
帝
国
が
何
等
匹
点
二
於
テ
モ
専
用
沿
海
ノ
区
域
ヲ
拡
張
ス
ル
が
為
二
幾
分
ノ

　
　
利
益
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モ
享
グ
ベ
シ
ト
ハ
思
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レ
ズ
候

　
　
又
帝
国
ハ
朝
鮮
尚
歯
露
悪
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面
利
道
心
海
二
於
テ
漁
業
二
対
シ
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大
ナ
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利
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ヲ
有
シ
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テ
帝
国
漁
夫
ハ
清
国
海
岸
及
台
湾
二
接
近
ス
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西

　
　
斑
牙
国
所
領
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沿
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テ
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発
見
ス
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3
ト
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定
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二
概
二
領
海
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拡
ク
ル
コ
＋

　
　
　
ハ
帝
国
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海
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シ
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今
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域
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．
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維
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．
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ω
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昔
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ω
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⑩
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9
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9
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画
8
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饅
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）
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ζ
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び
y
・
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⑩
ω
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〈
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掲
拙
著
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．
第
五
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四
節
参
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（
9
）
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三

海
洋
資
源
t
対
す
る
沿
澤
国
の
権
利
幽

　
こ
ζ
で
は
、
領
海
外
の
海
洋
生
物
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
を
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
お
よ
び
海
洋
法
会
議
に
お
け

る
・
関
係
条
文
の
作
成
経
過
を
た
ど
る
観
点
か
ら
検
討
し
た
（
巴
・

　
ま
ず
、
一
九
七
一
年
の
海
底
平
和
利
用
委
員
余
に
出
さ
れ
九
米
国
提
案
で
は
、
領
海
の
幅
を
ご
一
カ
イ
リ
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た

う
え
で
、
領
海
外
の
漁
業
に
つ
い
て
漁
獲
対
象
と
な
る
魚
種
別
に
、
・
沿
岸
国
の
漁
業
権
の
取
扱
い
を
規
定
七
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
沿
岸

国
と
関
係
出
漁
国
と
で
設
立
さ
れ
る
国
際
漁
業
機
関
は
、
領
海
外
の
漁
業
に
つ
い
て
最
大
持
続
的
生
産
を
可
能
に
す
る
水
準
で
許
容
漁
獲

量
を
決
定
す
る
。
沿
岸
国
は
、
隣
接
水
域
の
魚
種
に
つ
き
巨
国
の
漁
獲
可
能
量
を
割
当
て
ら
れ
る
優
先
的
漁
業
権
を
も
つ
。
遡
河
性
魚
種

に
つ
い
て
は
、
豆
州
国
の
漁
獲
可
能
量
を
そ
の
楓
に
割
当
て
ら
れ
る
優
先
的
漁
業
権
が
認
め
ら
巾
る
。
　
沿
岸
国
を
含
む
す
べ
て
の
国
は
、

当
該
魚
種
の
許
容
漁
獲
量
の
う
ち
で
沿
岸
国
ま
た
は
母
川
国
に
割
当
て
ら
れ
た
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
、
漁
獲
す
る
権
利
を
有
す
る
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
と
も
、
高
度
回
遊
性
魚
種
の
漁
獲
は
、
関
係
国
間
の
合
意
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
の
ソ
ビ
エ

ト
提
案
も
、
開
発
途
上
国
で
あ
る
沿
挙
国
に
つ
い
て
》
領
海
外
に
紅
け
る
優
先
約
漁
業
権
を
諏
あ
る
点
で
米
困
提
案
に
近
い
も
の
で
毒
っ

導　
こ
れ
に
対
す
る
開
発
途
上
国
側
の
提
案
の
な
か
で
代
表
的
な
も
の
は
、
ア
フ
リ
カ
一
四
国
の
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
は
、
天
然
資

源
に
対
す
る
永
久
的
主
権
の
観
念
遊
領
海
外
の
海
洋
資
源
淀
対
し
て
適
用
す
惹
こ
と
を
意
図
し
允
も
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
で
の
倒
は
領
海

外
の
天
然
資
源
に
対
坐
て
主
権
を
も
う
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
乏
、
各
国
は
て
切
水
域
の
生
物
・
非
生
物
資
源

の
管
理
、
規
制
お
よ
び
開
発
な
ら
び
に
汚
染
の
防
止
と
管
理
の
た
め
の
排
他
的
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
、
経
済
水
域
は
領
海
の
基
線
か
ら
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二
〇
〇
カ
イ
リ
以
内
と
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
国
の
船
舶
と
航
空
機
は
こ
の
水
域
に
お
い
て
航
行
と
上
空
飛
行
の
自
由
を
享
有
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

な
ど
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
お
け
る
討
議
で
は
、
領
海
外
の
漁
業
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利

の
問
題
に
つ
い
て
、
先
進
国
側
は
、
沿
岸
国
の
漁
獲
能
力
に
見
合
う
優
先
的
漁
業
権
を
認
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
に
対
し
て
、
開
発
途

上
国
側
は
、
す
べ
て
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
排
他
的
管
轄
権
を
沿
岸
国
が
行
使
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
双
方
の
提
案
は
基

本
的
に
対
立
し
て
い
た
。

　
つ
ぎ
に
、
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
出
さ
れ
た
提
案
で
は
、
も
は
や
領
海
外
の
生
物
資
源
に
対
す
る
優
先
的
漁
業
権
の
提
案
は
姿
を
消

し
、
先
進
国
側
も
開
発
途
上
国
側
も
と
も
に
領
海
外
に
資
源
水
域
の
設
置
を
認
め
る
方
向
に
む
か
っ
た
。
こ
の
種
の
提
案
の
な
か
で
、
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

発
途
上
国
の
立
場
を
代
表
す
る
の
が
ア
フ
リ
カ
一
八
国
提
案
で
あ
る
が
、
、
基
本
的
に
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
出
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
一
四

国
提
案
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
の
す
べ
て
の
生
物
資
源
の
管
理
を
、
原
則
と
し
て
沿
岸
国
の
自
由
裁
量
の
も

と
に
お
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
が
出
し
た
新
提
案
に
お
い
て
は
、
魚
種
別
の
資
源
管
理
制
度
を
維
持
し
な

が
ら
も
、
距
面
出
〇
〇
カ
イ
リ
の
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
、
非
生
物
資
源
の
探
査
お
よ
び
開
発
に
つ
い
て
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
を
認

め
る
と
と
も
に
、
こ
の
水
域
内
の
生
物
資
源
の
保
存
と
利
用
に
つ
い
て
沿
岸
国
に
一
定
の
義
務
を
課
そ
う
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
沿

岸
国
は
、
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
の
保
存
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
入
手
で
き
る
最
善
の
証
拠
に
基
づ
い

て
、
．
最
大
持
続
的
生
産
量
を
実
現
で
き
る
水
準
に
魚
種
を
維
持
す
る
よ
う
に
、
許
容
漁
獲
量
お
よ
び
そ
の
他
の
保
存
措
置
が
決
定
さ
れ
る

こ
と
（
沿
岸
国
は
、
水
域
内
の
生
物
資
源
の
完
全
利
用
を
確
保
す
る
義
務
を
負
い
馬
許
容
漁
獲
住
め
う
ち
で
自
国
民
が
利
用
し
な
い
部
分

に
つ
い
て
、
他
国
民
の
漁
獲
を
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
各
国
は
、
・
生
物
資
源
の
保
存
、
配
分
お
よ
び
合
理
的
管
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
の
基
準
と
指
針
の
立
案
に
つ
き
、
直
接
に
ま
た
は
適
当
な
国
際
漁
業
機
関
の
制
度
内
で
協
力
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
っ
、
こ

の
米
国
提
案
は
、
沿
岸
国
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
の
生
物
資
源
の
完
全
利
用
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
国
が
そ
の
余
剰
分
に
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つ
い
て
入
漁
で
き
る
条
件
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

，
海
洋
法
会
議
で
は
、
領
海
外
に
設
立
さ
れ
る
経
済
水
域
の
内
実
を
め
ぐ
る
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
立
場
を
調
整
す
る
た
め
に
、
ノ
ル

ウ
ェ
・
一
の
エ
ベ
シ
セ
ジ
大
使
を
座
長
と
す
る
交
渉
グ
ル
」
プ
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
協
議
結
果
を
集
約
し
た
の
が
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
で
あ

っ
．
て
、
魚
種
別
の
管
理
制
度
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
’
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
つ
き
、
い
く
つ
か
の
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
課
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ベ
ン
セ
ン
章
案
は
、
ま
ず
、
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
保
存
義
務
に
つ
．
い
で
、

第
五
．
条
第
一
項
の
冒
頭
に
お
い
て
水
域
内
の
生
物
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
あ
た
っ
て
、
資
源
の
維
持
が
過
度

の
漁
獲
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
ζ
と
を
、
旧
適
当
な
管
理
お
よ
び
保
存
措
置
に
よ
り
確
保
す
る
よ
う
沿
岸
国
に
義
務
づ
け
て
い
　

る
。
ヤ
同
項
は
つ
・
づ
け
て
、
こ
の
目
的
の
た
あ
沿
岸
国
が
適
当
な
国
際
漁
業
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
、
同
機
関
に
参
加
し
て
い
る
諸
国
も
（

当
該
機
関
が
管
理
お
よ
び
保
存
の
問
題
に
つ
、
い
て
沿
岸
国
に
協
力
す
る
こ
と
を
可
能
な
か
ぎ
り
確
保
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
・
ま
た
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
、
前
項
の
保
存
義
務
の
一
環
と
し
て
、
沿
岸
国
が
水
域
内
の
生
物
資
源
に
つ
い
て
許
容
漁
獲
量
を
決
定
し
、
－
そ
の
他

の
保
存
措
置
を
定
め
る
権
利
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
入
手
で
き
る
最
善
の
証
拠
に
基
づ
い
て
最
大
持
続
的
生
産
量
を
維
持
し
回
復

す
る
た
め
の
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
、
お
よ
び
為
．
漁
獲
さ
れ
る
魚
種
に
関
連
す
る
魚
種
へ
の
影
響
を
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
。
さ
ら
に
（
第
六
条
第
二
項
は
、
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
、
、
沿
岸
国
が
漁
獲
能
力
を
有
し
な
い
・
許
容
漁
獲
量

の
部
分
へ
め
他
国
の
入
漁
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
漁
獲
能
力
の
決
定
は
沿
岸
国
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
。
な
お
、
第
七
葉
蜂
恩
讐
は
、
．
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
と
合
理
的
利
用
に
関
す
る
基
準
お
よ
び
指
針
を
作
成
す
る
た

め
に
、
直
接
に
ま
た
は
適
当
な
国
際
漁
業
機
関
の
制
度
内
で
、
諸
国
が
協
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
ゆ
と
の
よ
う
に
、
　

エ
■
ベ
ン
セ
ソ
草
案
は
、
・
沿
岸
国
が
経
済
水
域
の
天
然
資
源
の
探
査
、
「
開
発
、
，
保
存
お
よ
び
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
を
も
つ
こ
と
（
第

一
条
第
一
項
）
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
・
こ
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
あ
た
っ
て
は
西
可
能
な
か
ぎ
り
適
当
な
国
際
漁
業
機
閣
ど
協
力
す
る
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こ
と
を
沿
岸
国
に
求
め
、
ま
た
、
国
際
漁
業
機
関
の
制
度
内
で
資
源
の
保
存
と
合
理
的
利
用
に
関
す
る
基
準
と
指
針
を
作
成
す
る
た
め
に

・
諸
国
が
協
力
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
な
ど
、
水
域
内
の
生
物
資
源
の
保
存
乏
利
用
が
、
そ
こ
の
漁
業
に
関
係
す
る
諸
国
の
共
通
の
関
心
事

項
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
一
九
七
五
年
の
海
洋
法
会
議
第
三
会
期
は
、
こ
の
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
を
基
礎
に
し
て
「
非
公
式
単
一
交
渉
草
案
」
を
作
成
し
た
。

し
か
し
、
単
一
草
案
の
第
五
〇
条
（
現
勢
六
一
条
）
は
、
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
の
第
五
条
の
条
文
構
成
を
変
更
し
た
た
め
、
そ
の
構
想
が
大
き

く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
の
第
五
条
第
二
項
で
は
、
．
経
済
水
域
に
お
廿
る
沿
岸
国
の
保
存
義
務
の
一
環
と
し
て
ふ

水
域
内
の
生
物
資
源
の
許
容
漁
獲
量
を
決
定
し
、
そ
の
他
の
保
存
措
置
を
定
め
る
権
利
に
言
及
し
て
い
た
の
に
対
し
．
単
一
草
案
で
は
、
・

そ
の
な
か
か
ら
「
沿
岸
国
は
馬
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
許
容
漁
獲
量
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
す
る
文
言
だ

け
を
、
冒
頭
の
第
一
項
に
移
し
て
単
独
の
条
項
に
し
た
た
め
、
沿
岸
国
の
保
存
措
置
に
関
す
る
単
一
草
案
の
第
二
項
以
下
の
規
定
と
の
関

連
性
が
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
現
第
六
一
条
第
一
項
）
。
ま
た
占
単
一
草
案
の
同
条
第
二
項
で
は
、
「
沿
岸
国
は
、
入
手
で
き
る
最
善

の
証
拠
を
考
慮
に
入
れ
、
．
排
他
的
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
の
維
持
が
過
度
の
漁
獲
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
適
当
な

保
存
お
よ
び
管
理
措
置
を
通
し
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
適
当
な
場
合
に
は
、
沿
岸
国
お
よ
び
地
域
的
ま
た
は
世
界
的
な
関
係
機

関
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
協
力
す
る
。
」
と
規
定
し
た
（
現
第
六
一
条
第
二
項
）
。
そ
の
た
め
、
，
エ
ベ
ソ
セ
ツ
草
案
で
は
n
水
域
桐
の
生

，
物
資
源
の
保
存
が
適
当
な
国
際
漁
業
機
関
と
協
力
し
て
、
・
客
観
的
な
見
地
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
の
に
対
し
（
単
一
草
案

で
は
、
水
域
内
の
保
存
管
理
措
置
が
沿
岸
国
の
主
観
的
な
判
断
で
行
な
わ
れ
る
色
彩
が
強
《
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
単
．
一
草
案
億
同
条
第

三
項
以
下
に
お
い
て
、
保
存
管
理
措
置
の
採
用
に
あ
た
っ
て
最
大
持
続
的
生
産
量
の
維
持
や
重
連
魚
種
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
を
、

沿
岸
国
に
求
め
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
第
二
項
の
「
入
手
で
き
る
最
善
の
証
拠
を
考
慮
に
入
れ
」
る
と
い
う
条
件
が
、
「
保
存
お
よ

び
管
理
措
置
」
だ
け
に
か
か
っ
て
、
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
と
は
異
な
り
、
第
一
項
の
「
許
容
漁
獲
量
の
決
定
」
に
は
か
か
ら
な
く
な
っ
て
し
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ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
単
一
草
案
に
お
い
て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
許
容
漁
獲
量
の
決
定
に
つ
い
て
、
沿
岸
国
が
大
幅
な
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裁
量
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
沸
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
、
エ
ベ
ン
セ
シ
草
案
で
は
、
沿
岸
国
が
漁
獲
能
力
を
有
し
な
い
許
容
漁
獲
量
の

部
分
に
つ
い
て
、
他
国
の
漁
獲
を
認
め
な
け
れ
ば
数
ち
な
い
と
し
て
い
た
（
第
六
条
第
二
項
）
ゆ
こ
れ
を
単
」
草
案
は
、
沿
岸
国
が
許
容
漁

獲
量
の
す
べ
て
を
漁
獲
す
る
能
力
が
な
い
場
合
忙
は
．
余
剰
分
に
対
す
る
他
国
の
漁
獲
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
修
文
さ
れ
た
（
現

第
六
二
条
第
二
項
）
。
そ
の
た
め
、
　
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
に
お
い
て
は
隔
他
国
の
入
漁
を
認
め
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
の
が
、
単
一
草
案
で

は
、
他
国
の
入
漁
を
許
す
の
が
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
，
さ
ら
に
、
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
で
は
、
経
済
水

域
内
の
生
物
資
源
の
保
存
と
合
理
的
利
用
に
関
す
る
基
準
と
指
針
を
作
成
す
る
た
め
に
、
諸
国
が
協
力
す
る
こ
と
を
唱
っ
て
い
た
が
（
第

七
条
第
一
・
項
）
、
こ
の
規
定
が
単
一
草
案
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
利
害
関
係
国
の
協
力
に
よ
っ
て
（
経
済
水
域
の
資
源

保
存
と
利
用
と
を
客
観
的
な
基
準
と
指
針
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
と
い
う
、
’
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
に
示
さ
れ
た
構
想
が
単
一
草
案
で
は
一
掃

さ
れ
て
、
経
済
水
域
の
生
物
資
源
の
保
存
と
利
用
が
沿
岸
国
の
排
他
的
な
管
理
の
も
と
に
お
か
れ
る
傾
向
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ぶ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
に
お
い
て
は
、
．
・
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
を
沿
岸
国
の
天
然
資
源
と
位
置
づ
け
な
が
ら

も
、
な
お
、
　
一
九
五
八
年
の
漁
業
保
存
条
約
の
よ
う
に
．
水
域
内
の
資
源
保
存
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国
と
そ
の
水
域
へ
出
漁
す
る
他
国
之

の
共
同
機
業
に
よ
っ
て
保
存
措
置
を
策
定
す
る
と
い
う
思
想
を
残
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
に
お
け
る

経
済
水
域
内
で
の
沿
岸
国
の
保
存
義
務
に
関
す
る
規
定
（
第
五
条
第
二
項
）
は
、
そ
の
文
言
中
の
「
沿
岸
国
」
と
い
う
表
現
を
「
関
係
国
」

と
変
更
し
た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
単
一
草
案
の
公
海
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
に
関
す
る
規
定
（
第
一
〇
六
条
第
一
項
i
現
第
＝
九

条
第
一
項
）
へ
と
配
置
が
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
経
済
水
域
の
生
物
資
源
の
保
存
と
利
用
に
関
す
る
規
定
は
（

エ
ベ
ン
セ
ン
草
案
か
ら
単
一
草
案
へ
と
移
行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
水
域
内
の
資
源
管
理
に
関
す
る
思
想
が
根
本
的
に
変
化
し
た
と
み
る
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領海の幅に関する国際合意（高林）

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
交
渉
草
案
は
、
単
一
草
案
の
作
成
以
後
に
数
次
に
わ
だ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
が
、
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源

の
保
存
と
利
用
に
関
す
る
規
定
（
現
第
六
一
一
六
二
条
）
は
、
実
質
的
な
修
正
を
う
け
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
海
洋
法
条
約
ま
で
維
持
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
こ
の
条
約
の
漁
業
条
項
の
解
釈
ま
た
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
手
続
も
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
排
他

的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
に
対
し
て
沿
岸
国
が
主
権
的
権
利
を
も
つ
関
係
で
、
許
容
漁
獲
量
の
決
定
、
沿
岸
国
の
漁
獲
能
力
の
決
定
、
他

国
へ
の
余
剰
分
の
割
当
の
決
定
、
あ
る
い
は
、
沿
岸
国
の
保
存
管
理
法
令
で
定
め
ら
れ
る
条
件
の
設
定
な
ど
、
沿
岸
国
の
裁
量
権
に
属
す

る
よ
う
な
主
権
的
権
利
ま
た
は
そ
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
は
、
海
洋
法
条
約
に
規
定
す
る
紛
争
の
強
制
的
解
決
手
続
へ
の
付
託
を
除
外
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
二
九
七
条
第
三
項
㈲
）
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
紛
争
を
附
属
書
V
に
定
め
る
調
停
手
続
に
付
託
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

可
能
で
あ
る
が
、
沿
岸
国
が
自
国
水
域
の
資
源
保
存
義
務
の
遵
守
を
明
白
に
怠
っ
た
場
合
、
沿
岸
国
が
許
容
漁
獲
量
お
よ
び
自
国
の
漁
獲

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

能
力
の
決
定
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
沿
岸
国
が
存
在
す
る
と
宣
言
し
た
余
剰
分
の
他
国
へ
の
割
当
て
を
恣
意
的
に
拒

否
し
た
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、
一
方
的
な
付
託
が
許
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
第
二
九
七
条
第
三
項
働
一
傍
点
筆
者
）
。
さ
ら
に
、
排
他
的
経

済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
ま
た
は
そ
の
行
使
に
係
る
法
律
の
施
行
渚
動
に
関
す
る
紛
争
も
、
当
事
国
が
海
洋
法
条
約
の
紛

争
解
決
義
務
の
例
外
と
す
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
二
九
八
条
第
一
項
㈲
）
。
こ
の
よ
う
に
、
沿
岸
国
は
、
自
国

の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
と
利
用
に
つ
い
て
、
大
幅
な
自
由
裁
量
権
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
水
域

に
出
漁
す
る
他
国
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
沿
岸
国
の
権
限
行
使
の
当
否
を
、
条
約
に
規
定
す
る
国
際
裁
判
で
争
う
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
調
停
に
付
託
し
て
解
決
す
る
機
会
も
制
限
さ
れ
る
ご
と
に
な
っ
た
の
で
・
あ
る
。

　
か
く
て
、
領
海
の
幅
を
＝
一
カ
イ
鹿
で
統
一
す
る
た
め
の
前
提
条
件
の
一
つ
と
さ
れ
た
、
領
海
外
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権

利
の
問
題
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
距
岸
二
〇
〇
カ
そ
り
の
排
他
的
経
済
水
域
を
設
立
し
て
、
そ
こ
の
上
部
水
域
、
海
底
お
よ
び
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説論

そ
の
下
の
生
物
な
ら
び
に
非
生
物
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
お
よ
び
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
を
沿
岸
国
に
付
与
す
る
と
い
う
、
新

し
い
国
際
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
第
三
次
海
洋
法
会
議
は
、
領
海
外
の
海
洋
資
源
の
管
理
制
度
を
、
伝

統
的
な
公
海
の
自
由
か
ら
新
た
に
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
も
と
に
移
す
と
い
う
、
〔
革
命
的
な
作
業
を
実
現
し
た
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

国
際
法
に
だ
い
て
前
例
を
見
な
い
平
和
的
変
更
の
ゲ
ー
ス
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
領
海
外
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
周
題
に
は
、
大
陸
棚
の
鉱
物
資
源
に
対
す
る
権
利
の
問
題
も
関
連
す
る
が
、
す
で
に
一
九
五

　
　
　
八
年
の
大
陸
棚
条
約
に
よ
っ
て
、
大
陸
棚
の
天
然
営
農
に
対
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
が
承
認
ざ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
九
六
九
年
の
北
海

　
　
　
大
陸
槻
事
件
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
も
、
．
大
陸
棚
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
が
慣
習
法
上
の
地
位
を
も
つ
こ
と
を
認
あ
て
い
る

　
　
　
（
Z
o
『
夢
ω
8
6
0
算
ヨ
Φ
馨
巴
ω
身
開
9
ω
①
9
り
ρ
、
旨
勾
Φ
ε
葺
ω
弘
⑩
o
P
℃
「
ω
⑩
）
の
で
、
既
定
の
事
実
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、

　
　
　
大
陸
棚
の
範
囲
の
問
題
に
関
す
る
海
洋
法
会
議
の
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
こ
れ
は
領
海
の
幅
の
画
題
と
直
接
に
関
連
す
る
問
題
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
の
で
、
こ
ご
で
の
検
討
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

（
2
）
》
＼
》
ρ
H
ω
。
。
＼
ω
○
』
＼
ピ
ト
》
葺
9
。
6
．

（
3
）
〉
＼
》
ρ
一
ω
⑳
＼
ω
ρ
目
＼
じ
①
し
・
・

（
4
）
諺
＼
》
ρ
一
ω
G
。
＼
ω
ρ
閏
＼
r
含
・

（
5
）
》
＼
O
O
Z
男
．
①
N
＼
ρ
・
。
＼
ピ
●
。
。
・
。
・
　
　
　
’
　
　
㍉

（
6
）
》
＼
O
O
Z
男
●
①
N
＼
ρ
N
＼
い
●
ミ
．

（
7
）
穿
窪
ω
9
↓
Φ
蓉
8
、
§
，
響
9
。
邑
。
N
8
①
》
ω
剛
×
爵
＄
〈
匝
。
♪
δ
》
9
ご
Φ
誤
・

’（

W
）
川
上
健
三
「
国
際
漁
業
制
度
の
動
向
と
対
策
」
『
海
洋
法
と
海
洋
政
策
』
第
五
号
、
一
五
頁
参
照
。

ろ
9
＞
之
の
点
は
、
排
他
葡
経
済
面
域
北
お
サ
る
満
遍
国
の
主
権
的
権
利
の
肴
硬
に
お
か
て
、
他
国
の
航
行
、
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
お
よ
び
海
鷹
パ

　
　
　
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
止
血
な
ら
が
に
権
利
に
対
七
て
h
こ
の
条
約
の
規
淀
に
違
反
し
て
行
動
し
た
と
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
噛
条
約
①
強

　
　
　
制
的
紛
争
解
決
手
続
に
付
託
さ
れ
る
（
第
二
九
七
条
第
一
項
回
）
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
，

、
（
－
o
）
b
d
再
鎚
a
団
●
○
×
ヨ
雪
曽
．
、
》
昌
き
巴
誘
δ
o
眺
夢
Φ
①
×
。
ぼ
ω
ぞ
①
Φ
8
昌
。
駐
。
N
§
①
鋤
ω
h
o
『
ヨ
巳
鉾
Φ
創
ヨ
昏
①
H
鶏
。
円
上
巴
O
。
ヨ
℃
。
ω
一
け
Φ
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2
①
α
q
。
億
9
。
晋
。
q
↓
Φ
×
｛
、
ぎ
雷
§
3
》
．
Ω
冒
α
Q
き
．
冒
。
P
，
卜
§
ミ
§
⑦
§
」
曾
ミ
鳴
㌣
ミ
ミ
無
き
塞
§
禽
ミ
慧
鼠
ミ

、
ミ
詠
無
ら
畿
§
》
お
。
。
N
．
戸
零
．
　
な
お
、
排
他
的
経
済
水
域
の
設
立
は
、
沿
岸
国
に
と
っ
て
「
巨
額
の
持
参
金
を
持
つ
花
嫁
と
の
結
婚
」
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
　
ま
捧
や
刈
ω
・

四
　
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権

領海の幅に関する国際合意（高林）

．
こ
こ
で
は
、
領
海
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
国
際
交
通
へ
の
悪
影
響
を
回
避
す
る
た
あ
の
馬
国
際
海
峡
に
お
け
る
船
舶
と
航
空
機

の
通
過
権
問
題
の
審
議
経
過
を
、
海
底
平
和
利
用
委
員
会
な
ら
び
に
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
、
関
係
条
文
の
作
成
を
通
し
て
検
討
．

し
た
い
。

．
一
九
七
一
年
に
海
底
平
和
利
用
委
員
会
に
出
さ
れ
た
米
国
提
案
は
、
、
馳
公
海
の
一
部
分
と
公
海
の
他
の
部
分
ま
た
は
外
国
の
領
海
と
の
間

に
お
け
る
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
る
海
峡
に
お
い
て
、
通
過
中
の
す
べ
て
の
船
舶
お
よ
び
航
空
機
は
、
そ
の
海
峡
を
通
過
す
る
目
的
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
公
海
に
お
け
る
の
と
同
じ
航
行
の
自
由
を
有
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
置
ソ
ビ
エ
ト
提
案
も
、
公
海
と
外
国
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
と
を
結
ぶ
海
峡
を
対
象
か
ら
除
外
し
た
ほ
か
は
、
米
国
提
案
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
先
進
国
側
の
提
案
の
特
徴
は
」
領

海
の
拡
大
に
よ
っ
て
生
ず
る
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
航
へ
の
障
害
の
増
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
馬
、
船
舶
と
航
空
機
が
通
過
の
目
的
に
つ
い

て
国
際
海
峡
に
お
い
て
も
、
公
海
に
お
け
る
の
と
同
じ
絶
対
的
な
自
由
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
領
海
に
お
け

る
無
害
通
航
制
度
の
例
外
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
七
三
年
に
出
さ
れ
た
海
峡
沿
岸
国
宣
力
国
提
案

ば
、
、
国
際
海
峡
も
ま
虎
沿
岸
国
の
領
海
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
領
海
の
通
航
と
国
際
海
峡
の
通
航
と
は
一
体
の
も
の
と

し
．
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
無
害
通
航
権
が
沿
岸
国
の
利
益
と
国
際
交
通
の
利
益
と
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
の
最
も
良
い
制
度
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で
あ
る
と
主
張
し
、
．
む
し
ろ
最
近
に
お
け
る
海
上
交
通
の
実
情
か
ら
み
て
、
軍
艦
の
通
航
だ
け
で
な
く
原
子
力
船
や
核
兵
器
運
搬
船
の
通

航
に
関
し
て
も
、
海
峡
沿
岸
国
が
事
前
の
通
告
ま
た
は
事
前
の
許
可
を
要
求
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
し
た
の
で
あ

　
ヨ
　

る
。
ど
の
海
峡
沿
岸
国
の
提
案
の
特
徴
は
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
無
害
通
航
制
度
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
種
類
の
外
国
船
の

通
航
に
対
す
る
沿
岸
国
の
規
制
権
を
強
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
国
際
海
峡
の
通
過
権
を
め
ぐ
る
先
進
国
と
海
峡
沿
岸
国
と
の
対
立
は
、
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
双
方
の
提
案
で
も
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

維
持
さ
れ
た
。
ζ
の
対
立
を
解
決
す
る
た
あ
に
出
さ
れ
た
の
が
英
国
提
案
で
あ
っ
て
、
」
国
際
海
峡
に
つ
い
て
自
由
通
過
権
で
も
無
害
通
航

権
で
も
な
い
新
し
い
海
峡
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
過
の
利
益
と
海
峡
沿
岸
国
の
正
当
な
利
益
と
を
、
合
理
的
に
調
整
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
英
国
提
案
の
骨
子
は
以
下
の
諸
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
海
峡
の
通
過
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
領

海
の
無
害
通
航
権
と
は
別
個
に
新
し
い
国
際
制
度
を
設
立
す
る
。
そ
し
て
、
．
，
す
べ
て
の
船
舶
と
航
空
機
は
、
・
国
際
海
峡
に
お
い
て
通
過
通

航
権
を
享
有
す
る
。
通
過
通
航
と
は
、
公
海
の
一
部
分
と
公
海
の
他
の
部
分
と
の
間
の
海
峡
に
お
け
る
、
継
続
的
か
つ
迅
速
な
通
過
の
目

的
の
み
の
た
め
に
航
行
お
よ
び
上
空
飛
行
の
自
由
を
行
使
す
る
こ
と
を
い
う
ゆ
海
峡
沿
岸
国
は
、
通
過
通
航
を
妨
害
ま
た
は
停
止
し
て
は

な
ら
な
い
。
通
過
通
航
中
の
船
舶
と
航
空
機
は
一
定
の
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
海
峡
沿
岸
国
は
一
定
の
事
項
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

通
過
通
航
に
関
す
る
法
令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
英
国
提
案
が
、
通
過
通
航
権
と
い
う
新
し
い
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
相
対
立
す
る
提
案
を
妥
協
さ
せ
た
点
で
会
議
参
加
国
の
支
持
を
う
け
、
そ
の
規
定
の
多
く
が
単
一
草
案
に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
る
交
渉
草
案
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
も
実
質
的
な
修
正
を
う
け
る
こ
と
な

く
、
現
在
の
国
連
海
洋
法
条
約
第
三
部
の
規
定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
領
海
に
お
け
る
無
害
通
航
権
と
は
別
個
の
新
海
峡
制
度
の
設
立
を
必
要
と
し
旋
の
な
、
「
領
海
の
幅
の
拡
次
に
よ
っ

て
従
来
は
公
海
と
さ
れ
て
き
た
海
峡
め
部
分
が
、
海
峡
沿
岸
国
の
領
海
内
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
忙
よ
っ
て
生
ず
る
、
函
際
交
通
へ
の
悪
影
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響
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
新
海
峡
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
公
海
ま
た
は
排
他
的
経
済
水
域
の
一
部
分
と
公
海
ま
た
は

排
他
的
経
済
水
域
の
他
の
部
分
と
の
間
に
お
け
惹
、
国
際
航
行
に
使
用
さ
れ
て
い
る
海
峡
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
海
峡
で
あ
っ
て

も
、
海
峡
沿
岸
国
の
島
と
そ
の
本
土
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
海
峡
で
、
そ
の
島
の
海
側
に
航
行
上
同
様
に
便
利
な
公
海
通
路
ま
た
は
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
的
経
済
水
域
通
路
が
存
在
す
る
よ
う
な
、
適
当
な
代
替
通
路
が
あ
る
場
合
に
は
新
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
海
峡
内
に
航
行
上

同
様
に
便
利
な
公
海
通
路
ま
た
は
排
他
的
経
済
水
域
通
路
が
存
在
す
る
よ
う
な
海
峡
、
・
お
よ
び
、
長
年
に
わ
た
る
国
際
条
約
で
通
航
が
規

制
さ
れ
て
い
る
海
峡
に
つ
い
て
も
、
新
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
新
国
際
制
度
の
適
用
さ
れ
る
海
峡
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
船
舶
と
航
空
機
が
妨
げ
ら
れ
な
い
通
過
通
航
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

通
過
通
航
権
を
行
使
す
る
船
舶
と
航
空
機
は
、
海
峡
ま
た
は
そ
の
上
空
を
遅
滞
な
く
進
行
す
る
こ
と
、
海
峡
沿
岸
国
の
主
権
、
領
土
保
全

も
し
く
は
政
治
的
独
立
に
対
す
る
、
ま
た
は
、
国
連
憲
章
に
規
定
す
る
国
際
法
の
原
則
に
違
反
す
る
武
力
の
威
嚇
ま
た
は
行
使
を
観
し
む

こ
と
、
「
不
可
抗
力
ま
た
は
遭
難
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
通
常
の
形
態
で
の
継
続
的
か
つ
迅
速
な

通
過
に
附
随
し
た
活
動
以
外
の
活
動
を
精
し
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
海
峡
に
お
い
て
、
通
過
の
目
的
だ
け
の

た
ぬ
に
軍
艦
を
含
む
す
べ
て
の
船
舶
が
航
行
の
自
由
を
、
軍
用
機
を
含
む
す
べ
て
の
航
空
機
が
上
空
飛
行
の
自
由
を
享
有
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
、
船
舶
の
通
常
の
形
態
で
の
通
過
が
許
さ
れ
る
た
あ
、
潜
水
艦
は
浮
上
す
る
こ
と
な
く
他
国
の
海
峡
を
通
航
で
き
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

る
の
で
」
先
進
国
が
主
張
し
た
公
海
に
お
け
る
の
と
同
等
の
航
行
と
上
空
飛
行
の
自
由
に
近
い
通
過
権
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
だ
。

も
っ
と
も
、
海
峡
沿
岸
国
は
、
船
舶
の
安
全
な
通
航
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
と
き
、
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
の
審
議
を
経
た
後
に
、
海

峡
内
に
航
路
を
指
定
し
分
離
通
航
方
式
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
航
行
の
安
全
と
海
上
交
通
の
規
制
な
ら
び
に
汚
染
の
防
止

に
関
す
る
国
際
規
則
に
合
致
す
る
措
置
の
実
施
に
つ
い
て
、
お
よ
び
、
漁
船
に
よ
る
漁
獲
の
防
止
、
外
国
船
に
よ
る
海
洋
調
査
の
規
制
馬

沿
岸
国
の
通
関
上
、
財
政
上
、
出
入
国
管
理
上
ま
た
は
衛
生
上
の
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
防
止
に
つ
い
て
、
通
過
通
航
に
関
す
る
法
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令
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
の
種
の
法
令
は
、
外
国
船
間
に
差
別
を
設
け
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
通
過

通
航
権
を
損
う
よ
う
な
実
際
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
領
海
の
一
部
で
あ
る
国
際
海
峡
に
お
け

る
外
国
船
舶
の
通
航
に
う
い
て
、
，
海
峡
沿
岸
国
の
管
轄
権
行
使
を
制
限
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
領
海
の
幅
を
’
＝
一
カ
イ
リ
で
統
一
す
る
た
め
の
も
う
一
つ
の
前
提
条
件
と
さ
れ
た
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権
の
問
題

は
、
伝
統
的
な
領
海
の
無
害
通
航
制
度
と
は
別
個
に
、
す
べ
．
て
の
船
舶
と
航
空
機
に
妨
げ
ら
れ
な
い
通
過
通
航
権
を
認
め
る
、
・
新
し
い
国

際
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
？
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
海
峡
制
度
は
、
国
際
交
通
の
利
益
の
だ
め
に
海
峡
沿
岸
国
の
領
域

権
行
使
に
対
し
て
、
新
規
の
制
限
を
課
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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第
三
次
海
洋
法
会
議
ぱ
“
領
海
外
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
と
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権
の
問
題
と
に
つ
い

て
、
会
議
参
加
国
間
に
満
足
で
き
る
解
決
策
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
と
の
パ
ッ
ケ
L
ジ
と
し
て
、
領
海
の
幅
を
最
大
限
一

二
カ
イ
リ
と
す
る
こ
と
に
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
う
た
。
し
か
し
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
規
定
さ
れ
た
こ
．
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
解
決

策
は
、
伝
統
的
な
国
際
法
の
構
造
に
大
き
な
変
革
を
迫
る
ζ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
際
法
に
お
い
て
海
洋
は
、
伝
統
的
に
公
海
と
領
海
と
の
二
つ
の
海
域
に
平
面
的
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
っ
た
法
制
度
を
適
用

す
る
と
い
う
二
元
的
な
構
成
が
と
ら
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
公
海
の
海
底
に
つ
い
て
は
大
陸
棚
制
度
が
設
立
さ
れ
て
、
・
上
部
水
域
と
海

底
と
に
立
体
的
に
異
な
る
法
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
．
、
沿
岸
国
の
領
域
的
管
轄
権
の
限
界
た
る
領
海
の
範
囲
の
問
題
に
、
直
接
影
響
を
与

え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
，
公
海
に
つ
い
て
ど
の
、
国
も
主
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
べ
て
の
国
の
自
由
な
使
用
に
開

放
さ
れ
る
と
い
う
、
公
海
自
由
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
き
た
。
・
こ
れ
に
対
し
て
、
領
海
は
沿
岸
国
領
域
の
一
部
と
し
て
そ
の
主
権
の
も
と

に
お
か
れ
、
慣
習
国
際
法
上
の
制
限
た
る
外
国
船
舶
の
無
害
通
航
権
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
沿
岸
国
の
自
由
か
つ
排
他
的
な
支
配
の
も



領海の幅に関する国際合意（高林）

と
に
お
か
れ
て
き
た
。
一
九
五
八
年
に
採
択
さ
れ
た
領
海
条
約
と
公
海
条
約
は
、
領
海
制
度
と
公
海
制
度
を
構
成
す
る
国
際
法
規
に
つ
い

て
詳
細
な
規
則
を
確
認
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
両
制
度
の
適
用
海
域
の
境
界
線
の
位
置
を
定
め
る
領
海
の
幅
の
問
題
を
未
解
決

の
ま
ま
残
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
国
際
関
係
を
不
安
定
に
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ゆ
え
に
、
国
連
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
、
沿
岸
国
が
主
張
で
き
る
領
海
の
幅
の
最
大
限
を
一
二
カ
イ
リ
と
規
定
し
た
こ
と
の
意
義
は
、

き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
領
海
の
幅
の
問
題
を
解
決
ず
る
た
め
に
進
め
ら
れ
た
海
洋
怯
会
議
の

交
渉
の
過
程
で
、
領
海
外
の
海
洋
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
問
題
と
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権
の
問
題
と
を
解
決
す
る
た
め

に
、
新
し
い
国
際
制
度
を
設
立
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
結
果
と
し
て
、
伝
統
的
な
国
際
法
に
お

け
る
海
洋
の
二
元
的
構
成
を
崩
壊
さ
せ
る
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
沿
岸
国
の
海
洋
資
源
に

対
す
る
権
利
を
制
度
化
し
た
排
他
的
経
済
水
域
の
設
立
は
、
公
海
と
領
海
の
中
間
の
海
域
に
、
海
洋
資
源
の
管
理
に
つ
い
て
は
沿
岸
国
が

領
海
に
お
け
る
の
と
大
差
の
な
い
権
限
を
行
使
す
る
が
、
す
べ
て
の
他
国
は
、
航
行
の
自
由
、
上
空
飛
行
の
自
由
、
海
底
電
線
敷
設
の
自

由
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
ら
の
自
由
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
合
，
法
的
な
海
洋
使
用
の
自
由
に
つ
い
て
、
公
海
に
お
け
る
の
と
同
じ
権
利
を
も

つ
と
い
う
、
新
し
い
法
的
地
位
を
も
つ
海
域
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
海
峡
に
お
け
る
通
過
権
の
問
題
の

解
決
は
、
公
海
ま
た
は
排
他
的
経
済
水
域
の
一
部
分
と
公
海
ま
た
は
排
他
的
経
済
水
域
の
他
の
部
分
と
の
間
に
あ
っ
て
、
国
際
航
行
に
使

用
さ
れ
て
い
る
海
峡
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
船
舶
と
航
空
機
が
通
過
の
目
的
に
つ
き
航
行
の
自
由
と
上
空
飛
行
の
自
由
を
行
使
す
る
と
い

う
、
新
し
い
国
際
制
度
の
設
立
へ
と
導
び
い
た
の
で
あ
っ
て
、
海
峡
沿
岸
国
の
領
海
の
一
部
分
に
対
し
て
新
規
の
負
担
が
課
さ
れ
る
水
域

を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
．
海
洋
法
の
二
元
的
な
構
成
を
前
提
に
し
て
、
公
海
と
領
海
と
の
間
の
境
界
線
を
確
定
す
る
た

め
に
要
請
さ
湘
た
領
海
の
幅
の
決
定
は
、
か
え
っ
て
こ
の
二
元
的
構
成
を
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
新
し
い
国
際
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
国
際
的
な
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
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